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本庁舎屋上会議室 

案 件 

議案第37号 西区の学校選択制における制度内容の改正について 
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西区の学校選択制における制度内容の改正について（案） 

１ 改正する制度 

  令和６年度に堀江小学校分校（西学舎）が設置されることに伴う、小学校

の学校選択制にかかる隣接校区分の変更 

２ 改正時期 

  令和５年６月１日 

３ 改正内容 

  分校の設置により、堀江小学校の現在の通学区域をあみだ池筋を境界とし

て東西に分割し、東側を堀江小学校（東学舎）、西側を分校（西学舎）の通

学区域と定め、小学校の学校選択制においては本校と分校をそれぞれ一つの

学校として取り扱い、制度運用を行う。 

４ 選択できる範囲 

改正前 

（小学校） 

通学区域の学校 隣接校 

西船場 明治・本田 

明治 西船場・本田・堀江 

本田 西船場・明治・日吉・堀江・九条東・九条北 

堀江 明治・日吉・本田 

日吉 堀江・本田・九条東・九条南 

九条東 本田・日吉・九条南・九条北 

九条南 日吉・九条東・九条北 

九条北 本田・九条東・九条南 

↓ 

改正後 

（小学校） 下線部：改正箇所 

通学区域の学校 隣接校 

西船場 明治・本田 

明治 西船場・本田・堀江（東）・堀江（西） 

本田 西船場・明治・日吉・堀江（西）・九条東・九条北 

堀江（東） 明治・日吉・堀江（西） 

堀江（西） 明治・日吉・本田・堀江（東） 

日吉 堀江（東）・堀江（西）・本田・九条東・九条南
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九条東 本田・日吉・九条南・九条北 

九条南 日吉・九条東・九条北 

九条北 本田・九条東・九条南 

５ 学校選択制の基本内容 

（１）選択の機会・対象者

・選択の機会は、小中学校に入学する際の１回のみとする。

・対象者は、翌年度に小中学校へ入学予定の区内居住者

・進級時等に学校を選択することはできない。ただし、本市の指定校変更

の要件に該当する場合は、他の学校に転校することが可能

・転入者は通学区域の学校及びその隣接校の中から就学する学校を選択で

きる。ただし、通学区域内の児童生徒だけで教室数が不足になる可能性

があり、受け入れができない学校を除く。

（２）選択できる範囲

・西区内の市立小中学校のうち、通学区域の学校又はその隣接校から選択

できる。

・通学区域内に居住する児童生徒は、通学区域の学校には必ず就学できる

ものとする。

・各通学区域における選択可能な学校については、次の一覧のとおり

（小学校） 

通学区域の学校 隣接校 

西船場 明治・本田 

明治 西船場・本田・堀江（東）・堀江（西） 

本田 西船場・明治・日吉・堀江（西）・九条東・九条北 

堀江（東） 明治・日吉・堀江（西） 

堀江（西） 明治・日吉・本田・堀江（東） 

日吉 堀江（東）・堀江（西）・本田・九条東・九条南 

九条東 本田・日吉・九条南・九条北 

九条南 日吉・九条東・九条北 

九条北 本田・九条東・九条南 

（中学校） 

通学区域の学校 隣接校 

西 花乃井・堀江 

花乃井 西・堀江 

堀江 西・花乃井 
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（３）各学校の受け入れ

通学区域以外からの受け入れについては、教育委員会が区長及び学校長

と協議し決定する。受け入れ可能人数及び学級数については毎年秋ごろに

公表し、通学区域外から受け入れができない学校についても、同様に公表

する。受け入れについては次の点を考慮し協議する。 

・学校の教室数は、通学区域外からの受け入れに対応可能か。（学校選択

制による児童生徒数の増加を理由とした増築等の対応は原則として行わ

ない）

・年度途中の転入者等で学級数が増えることはないか。

・通学区域内に居住する児童生徒だけで教室不足となる可能性はないか。

（可能性が高い学校については、当該年度は区域外から児童生徒を受け

入れない。）

・受け入れ可能な学級数は、通学区域内の就学予定の児童生徒の学級数か

ら１学級分の増加を上限とする。

（４）学校選択の希望調査

毎年８月下旬に、翌年度入学予定者全員に対して「学校案内」及び「学

校選択制希望調査票」を送付する。保護者は、希望調査票に就学を希望す

る学校名等を記入し、定められた期間内に提出する。希望調査における注

意点等は次のとおり。 

・希望調査票は、提出を原則とする。ただし、期限内に提出がなかった場

合には、通学区域の学校に希望があったものとみなす。

・区内の市立小中学校において、第２希望まで選択可能とする。

・希望調査の結果は、入学予定者全員に文書にて通知する他、西区ホーム

ページでも公表する。

・１週間程度の希望変更期間を設け、変更を受け付ける。変更申請を加え

た希望調査の最終結果はホームページにて公表する。

（５）抽選

抽選希望者が多く、各学校からの受け入れ可能人数を超える場合は、通

学区域内の児童生徒は必ず入学できることとし、通学区域外からの希望者

を対象として、公開抽選により入学者を決定する。 

当選しなかった場合において、第２希望の学校を選択していない場合

は、第１希望の学校の補欠登録者となる。第２希望の学校を選択している

場合は、同校が受け入れ人数に達していなければその学校の入学者とな

る。第２希望の学校において、受け入れ人数を超過した場合は、公開抽選

を行い、入学者を決定する。第２希望の学校の抽選においても、当選しな

かった場合は、第１希望の学校の補欠登録となる。 

（６）補欠登録

抽選により、当選しなかった場合は、補欠として順位を付けて登録す

る。国立や私立の学校に入学する児童生徒等の数に応じて、２月上旬ま
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で、補欠の繰り上げを行う。繰り上げにならなかった場合は、通学区域の

学校を指定校とする。 

（７）学校選択における優先事項

西区の学校選択制においては、次の項目は公開抽選時に優先事項としな

い。 

① きょうだい関係

兄や姉が学校選択制を利用し通学区域外の学校に就学している場合

で、弟や妹が同じ学校への就学を希望する場合でも、優先扱いしない。 

② 通学距離

選択した通学区域外の学校が、通学区域の学校よりも近い場合であっ

ても、優先扱いしない。 

③ 進学中学校

小学校において学校選択制を利用し通学区域外の学校へ就学した場合

でも、進学を希望する中学校が通学区域外の学校の場合は、再度学校選

択制を利用することになる。小学校時の学校選択制で抽選に当選した場

合であっても、優先扱いしない。 

（８）通学における注意事項

・通学時の安全確保は保護者の責任となる。

・学校選択の際は、通学距離や時間など、子どもの通学の負担や安全を考

慮する。

・通学の安全確保のための取組み等において保護者が協力して取り組むべ

きものについては、住所が通学区域内外にかかわらず、これに積極的に

協力を求める。

・通学は原則徒歩のため、自転車の利用は禁止とする。

（９）障がいのある児童等の就学について

障がいのある児童生徒の就学については、早期より個別の就学相談を実

施し、子どもの障がいの程度や状況、子どもや保護者の意向を踏まえ、丁

寧に対応する。また、障がいのある児童生徒は、通常学級とは別に受け入

れ可能人数等の算定を行う。 

  長期の通院加療やいじめ等、心身的な事情等により、特に教育的配慮を

要する児童についても、個別に相談を実施し、子ども本人の心身の状況等

や本人及び保護者の意向を踏まえ、丁寧に対応を行う。 
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西区 学校園配置図 

堀江小学校 

東学舎 

日吉小学校 

元堀江中学校 

日吉幼稚園 

靭幼稚園 

花乃井中学校 

本田小学校 

九条東小学校 

九条南小学校 

西中学校 

福音幼稚園 

西船場地域 

江戸堀地域 

靭地域 

明治地域 
広教地域 

西六地域 

堀江地域 

高台地域 

日吉地域 

千代崎地域 

九条東地域 

九条南地域 

九条北地域 

あけぼのほりえこども園 

本田地域 

西船場小学校 

九条幼稚園 

九条北小学校

明治小学校 

地域境界 

中学校区 

小学校区 

聖マリア幼稚園 

分校 

堀江小学校西学舎 

堀江中学校 

花乃井中学校 　九　条幼稚園

　西船場小学校 　靭　　幼稚園

　本　田小学校 　日　吉幼稚園

　明　治小学校 　福　音幼稚園

堀　江中学校 川口聖マリア幼稚園

　堀　江小学校 あけぼのほりえこども園

　日　吉小学校

西  中  学  校

　九条南小学校

　九条東小学校

　九条北小学校
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